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ＩＰ化に対応した電気通信主任技術者試験の見直し
～ 検討のポイントと対応 ～

○ ＩＰ化への対応

○ セキュリティの強化

○ 実務経験の重視

○ 故障対応能力・管理能力の重視

○ 小規模電気通信事業への対応

○ 社会的認知度の向上

検討のポイント 対応

○ 資格構成の見直し

○ 試験科目内容・時間
等の見直し

○ 専門分野の見直し

○ 資格者証取得者のｽｷ
ﾙｱｯﾌﾟ
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資格構成の見直し
～ 階層別資格制度の試案 ～

特定種電気通信主任技術者
（仮称）

（ＩＰＮＷ、無線ＬＡＮ、ＨＦＣ、ケー
ブルインターネットなどが想定さ
れる）

伝送・交換／線路種
電気通信主任技術者

上級電気通信主任技術者
（仮称）

限定された規模の電気通信事業者
の、特定されたサービスに係る設備
の、工事、維持及び運用の監督

現在

試案

伝送・交換／線路種
電気通信主任技術者

小規模事業・内容に対応して
試験内容を限定、簡略化

・ 選任された電気通信主任技術者には、高い視点からﾈｯ
ﾄﾜｰｸ全体を管理できる能力が求められる
・ この能力を身に着けるために、実務経験は重要
・ 実務経験の内容を論文形式で問うなどにより能力の獲
得を、制度として確認 （詳細は今後検討）

※ いずれを選任す
るかは、規模・配置
場所等の条件を勘
案して、管理規程に
明示

※ 具体的な
内容について
は、今後検討
する必要があ
る
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試験科目内容の見直し

設備管理
◇ 伝送交換設備管理、セキュリティ管理

［伝送交換に係る分野全てについての工事管理、維持管
理及び運用管理技術、並びにセキュリティ管理技術 等］
◇ 線路設備管理、セキュリティ管理

［線路分野全てについての工事管理、維持管理及び運用
管理技術、並びにセキュリティ管理技術 等］

電気通信システム

設備及び専門的能力（いずれか１分野）
◇ 伝送交換設備概要、技術 ３分野
［伝送交換に係る専門分野についての設備の概要、及
び専門分野を選択（ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ、無線、通信電力）］
◇ 線路設備の概要、技術 ２分野
［線路分野についての設備の概要、及び専門分野を選
択（アクセス、通信土木）］

設備及び設備管理
◇ 伝送交換設備概要、伝送交
換設備管理、セキュリティ管理

◇ 線路設備の概要、線路設備
管理

専門的能力（いずれか１分野）
◇ 伝送交換 ５分野
（伝送、無線、交換、データ通信、通信
電力）
◇ 線路 ３分野
（通信線路、通信土木、水底線路）

電気通信システム
◇ 電気通信システムの大要

← 全ての専門的分野
◇ 電気通信工学の基礎

設備の工事管理、維持管
理及び運用管理に係る設
問を充実
線路種にセキュリティ管理
を追加

分野の見直し、一部
問題は選択制

現在 試案

法規
電気通信事業法、有線電気通信法、電波法及びこ
れらに基づく命令、不正ｱｸｾｽ行為の禁止等に関
する法律及び命令、ITU条約の大要 など

法規

大幅な
変更無し
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専門分野の見直し ①

現在 試案

伝送・交換種 ５分野
◇ 伝送
◆ 無線
◇ 交換
◇ ﾃﾞｰﾀ通信
◆ 通信電力

線路種 ３分野
◇ 通信線路
◆ 通信土木
◇ 水底線路

伝送・交換種 ３分野
◇ コアネットワーク
◆ 無線
◆ 通信電力

線路種 ２分野
◇ アクセス
◆ 通信土木

○ 現行の、伝送・交換
／線路の２つの種類
は変更しない

○ ＩＰ化等により、共通
技術が増した分野に
ついて整理

○ 専門性への対応とし
て、一部問題は選択
制を採用
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専門分野の見直し ②

現在 試案

伝送・交換種 ５分野
◇ 伝送
◆ 無線
◇ 交換
◇ ﾃﾞｰﾀ通信
◆ 通信電力

線路種 ３分野
□ 通信線路
◆ 通信土木
□ 水底線路

５分野

◇ コアネットワーク

□ アクセス

◆ 無線

◆ 通信電力

◆ 通信土木

○ 現行の、伝送・交換
／線路の２つの種類
を統合

○ ＩＰ化等により、共通
技術が増した分野に
ついて整理

○ 専門性への対応とし
て、一部問題は選択
制を採用

○ 配置は専門分野に
合わせる
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特定種（仮称）の試験科目内容
（ 現行試験との比較 ）

設備管理
◇ 設備管理、セキュリティ管理
［特定分野についての工事管理、維持管理及び運
用管理技術、並びにセキュリティ管理技術 等］

電気通信システム
◇ 電気通信システムの大要
◇ 電気通信工学の基礎

設備及び専門的能力
◇ 設備概要、技術
［ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ、無線ＬＡＮ、ＨＦＣ、ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄな
どから１分野］

設備及び設備管理
◇ 伝送交換設備概要、伝送交換
設備管理、ｾｷｭﾘﾃｨ管理

◇ 線路設備の概要、線路設備管
理

専門的能力（いずれか１分野）
◇ 伝送交換 ５分野（伝送、無線、交
換、データ通信、通信電力）
◇ 線路 ３分野（通信線路、通信土木、
水底線路）

電気通信システム
◇ 電気通信システムの大要

← 全ての専門的分野
◇ 電気通信工学の基礎

設備の工事管理、維持
管理及び運用管理に係
る基本的な設問
セキュリティ管理に係る
設問

特定分野に限定した
設備概要と技術

現行 試案

特定分野に限定した
内容（出題数減）

法規 電気通信事業法、有線電気通信法、電波法

及びこれらに基づく命令、不正ｱｸｾｽ行為の禁止等
に関する法律及びこれらに基づく命令、ITU条約の
大要 など

特定分野に
限定した内
容
（出題数減）

法規
［特定分野の設定により、出題対象とする法
令等を限定する］
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特定種（仮称）設備管理 ３問 60分
［設備管理：２問、セキュリティ管理：１問］

特定種（仮称）電気通信ｼｽﾃﾑ
小問１0問 40分

特定種（仮称）設備及び専門的能力
５問 100分

設備及び設備管理 ５問 100分

専門的能力 ５問 100分

電気通信システム 小問20問 80分

法規 ５問 80分

［午前］

試案

［午後］

特定種（仮称）法規 ４問 70分

特定種（仮称）の試験時間等
（ 現行試験との比較 ）

現行

出題数の減少
に伴い、試験
時間も現行よ
り、90分減少
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ＩＰ化への対応 ①
試験科目 設備及び専門的能力 出題例

従来の出題技術分野 （例）

専門的能力分野：ﾃﾞｰﾀ通信

第１問
：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ技術、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語

第２問
：ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾈｯﾄﾜｰｸ技術

第３問 （共通）
：光ｱｸｾｽ技術

第４問 （共通）
：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ技術、ﾈｯﾄﾜｰｸの通信品質

第５問 （共通）
：ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ対策、ｲｰｻﾈｯﾄ・FDDI

技術

ＩＰ関連技
術 ＋
専門性

新出題技術分野 （例）

設備及び専門的能力分野：ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ（仮称）

第１問
：伝送・交換設備の概要（無線設備・通信電力設備）

第２問
： 光ｱｸｾｽ技術

第３問
：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ技術、ﾈｯﾄﾜｰｸの通信品質

第４問
：ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ対策、ｲｰｻﾈｯﾄ・FDDI技術

－－－－－－－－－－－－－－－－－－
第５問 （選択）

：ＩＰ系ノード技術、障害対策

第５問 （選択）
：デジタル伝送設備

第５問 （選択）
：ＩＳＤＮ方式、デジタル交換機

現行例では、専門技術の８０％がＩＰ関連で
あるのに対し、提案例では、選択により、
専門技術の１００％がＩＰ関連
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ＩＰ化への対応 ②
試験科目 設備及び専門的能力 特定種（仮称）の出題例

ＩＰ関連
技術

出題技術分野（例）

専門的能力分野：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ（仮称）

第１問
：ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙ

第２問
：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ技術、IP V.6

第３問
：ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀﾌｪｰｽ層の障害対策

第４問
：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ機器の機能

第５問
：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸのｾｷｭﾘﾃｨ対策

特定種（仮称）
従来の出題技術分野 例

専門的能力分野：ﾃﾞｰﾀ通信

第１問
：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ技術、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語

第２問
：ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝﾈｯﾄﾜｰｸ技術

第３問 （共通）
：光ｱｸｾｽ技術

第４問 （共通）
：ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ技術、ﾈｯﾄﾜｰｸの通信

品質

第５問 （共通）
：ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ対策、ｲｰｻﾈｯﾄ・

FDDI技術
例は、１００％ ＩＰ関連の出題の場合
ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、無線ＬＡＮなど、特定分
野の設定により、変動する
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電気通信主任技術者のスキルアップ

○ 電気通信主任技術者（資格者証取得者）の能力の維持・向上のため継
続的スキルアップが必要

そのための支援機能の準備も必須

これにより、上級種（仮称）へのステップアップ支援も視野に検討すべき

▼ 統一された研修（講習）実施基準・方法

▼ 標準的教材の準備・提供

▼ ｽｷﾙｱｯﾌﾟのためのガイドラインの策定、標準スキル表の策定

▼ 制度的なﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
・ 努力義務の規定化 等
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工事担任者のスキルアップ ①
～ 情報通信エンジニア制度 ～

Ⅰ 背景及び趣旨

▼ 工事担任者規則の改正により、努力義務規定が導入された（第38条第2項）

▼ 具体的指針として、修得すべき知識及び技術の内容をｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝとして策定

▼ ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝで規定した要件を修得した工事担任者を「情報通信エンジニア」として認定

Ⅱ 情報通信エンジニア制度

▼ 平成１７年１２月より開始、約５千人が取得（平成２０年６月）

▼ スキルアップガイドラインは毎年策定し、公表

▼ 資格取得時と更新時の技術知識の差分の修得のため、通信教育方式で更新研修を実施

▼ 情報通信エンジニアは、毎年送付される更新研修テキストを学習し、レポートを提出し、認定
を受ける

▼ ビジネス種とホーム種との２種類

工事担任者スキルアップガイドライン委員会
委員長 小宮 一三 先生

工事担任者スキルアップガイドライン委員会ワーキンググループ
座長 榑松 明 先生
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工事担任者のスキルアップ ②
～ 情報通信エンジニア制度 ～

2008年更新研修カリキュラム （例）

第Ⅰ部 ﾈｯﾄﾜｰｸのＩＰ化に関する技術課題に対
する総務省の取り組み

第Ⅱ部 情報通信分野

（ﾈｯﾄﾜｰｸの技術）

１章 ＩＰ電話ﾈｯﾄﾜｰｸの技術

２章 ＶＰＮの技術

３章 ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾒﾀﾘｯｸｱｸｾｽ方式の技術

４章 光ｱｸｾｽの技術

５章 ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄの技術

６章 ﾈｯﾄﾜｰｸ技術の最新動向

（端末設備の技術）

７章 ＩＰ・ＰＢＸの技術

８章 端末設備技術の最新動向

（接続工事の技術）

９章 ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸの工事の概要

１０章 ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ

第Ⅲ部 情報ｾｷｭﾘﾃｨ分野

１章 端末設備の情報ｾｷｭﾘﾃｨと対策

２章 個人情報保護

第Ⅳ部 設計・施工管理分野

１章 安全管理

２章 工事管理

３章 施工品質管理
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社会的認知度の向上

○ 他の国家資格等との（相互）乗り入れを検討＝付加価値の向上
▽ 上級種（仮称）は、建設業法上の監理技術者への途も期待

▽ 特定種（仮称）については、今日の情報社会の中で、社会的に認められている他資格と幅広く連携出
来るよう設計

⇒ 他の資格取得にも有利となることにより、資格者証取得の魅力が増し、認知度向上が期待される

○ 情報ｾｷｭﾘﾃｨ確保の観点等からも、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ／業務委託等の場合における入札条件、又は、技術的能
力評価の対象として、電気通信主任技術者資格者証取得者の存在が明記されるよう働きかけ

⇒ 資格者証取得の魅力が増し、認知度向上が期待される

電気通信主任技術者資格者証取得による、他資格受験の場合の試験科目免除等の概要（現行）

▼ 工事担任者
免除科目：基礎及び法規・・・技術科目の受験のみ

▼ 第１級陸上無線技術士（無線従事者の一例）
免除科目：基礎及び無線工学Ａ・・・無線工学及び法規は受験

▼ 弁理士
免除科目：選択科目「情報通信工学」

▼ 電気通信工事業の主任技術者（建設業法）
交付後５年以上の実務経験により認められる

参考


	ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸ管理・人材研究会（第４回）�プレゼンテーション
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

